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0本事例は、薬剤師が、処方された薬剤とは投与経路の異なる同成分の薬剤が納品されたことに気付かす

調剤し、憲者に内服薬が静脈内投与された事例である。

●バンコマインン塩酸塩は注射薬、内服薬ともにパイアル製剤であるが、パンコマインン塩酸塩散0.5g

「明治」は経口用と認識できるよう、薬瓶ラベルに「経口剤」及び赤地に自文字で「禁注射」と表記されている。

薬剤を取り扱う際は、薬剤に記載されている注意事項も確認することが重要である。

●本事例では、発注時と納品時の確認不足が誤交付の要因となつている。薬剤を電話で発注する場合、改めて

発注書を作成してFAXするなど、伝達の間違いが起きないように発注の手順を定めておく必要がある。また、

薬剤が納品された際には、発注書と納品伝票を照合することが重要である。

事例の

ポイン ト

鋤
疏

販売名 バンコマインン塩酸塩点滴静注用0.5g「明治」 バンコマイシン塩酸塩散0.5g「明治」

MeW Seikaフ ァルマ株式会社のホームページより (参照2024年 1月 24日 )

その他の
i盾 報

【事例の詳細】
高熱が出ている施設入所者の尿からMRSAが検出された。医師はパンコマイシン塩酸塩点滴

静注用0.5g「明治」を処方した。処方箋を応需した薬局の発注担当者は、医薬品卸業者に電話

で薬剤の発注を行つた。医薬品卸業者では在庫が不足しており、当日は一部の薬剤が納品された。

薬剤師Aは納品された薬剤を十分に確認しないまま施設へ届けた。翌日、不足していた薬剤が

納品された際に、バンコマイシン塩酸塩点滴静注用0.5g「明治」ではなく、内服薬のパンコマ

イシン塩酸塩散0.5g「明治」が納品されていたことに薬剤師Bが気付いた。すぐに施設へ連絡し、

薬剤を誤つて交付したことを伝えた。前日に施設へ届けたバンコマインン塩酸塩散0.5g「明治」

はすでに悪者に静脈注射さイlていた。

【背景・要因】
処方箋を応需した際、施設の看護師から至急対応をしてほしいと依頼があった。薬局の発注

担当者が電話で医薬品卸業者へ薬剤を発注した際に、医薬品卸業者の職員が内服薬のバンコマ

インン塩酸塩散0.5g「明治」と間き間違えた。医薬品卸業者の職員が発注内容を復唱したが、

薬局の発注担当者は間違いに気付かなかった。通常、納品時は複数の薬剤師で確認を行うこと

になつているが、薬局が混雑していたため、薬剤師Aのみが確認を行つた。納品された内服薬は、

パイアル瓶に粉末が入つている製剤であり、薬剤師Aと施設の看護師は注射薬であると思い込

んだ。

【薬局から報告された改醤策】

薬剤の発注の際には、誤発注が起きないように確認を徹底する。薬剤が納品された際は必す

二人以上の薬剤師で薬剤の確認を行う。

事 例

醐

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

共有すべき事例

注射薬と肉服薬の取り違え

調 剤

2024年
No.3
事例 1

◆ 朝 田法人 日

医療事檄防止事業部
〒101‐ 0061 東京都千代田区神田三崎町14-17 東洋ビル

電話 :03‐ 5217‐ 0281(直通)FAX:03‐ 521フ‐0253(直通)

httpsi//岬 ,yakkyoku― hiyari.Icqhc,or,Ip/

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性につぃては,J全

を期 しておりますよ その内容を将来にわたり保証するものではあり

ません。X。 この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事苦

に義務や責任を稼す目的で作成されたものではありません。・米この情

報の作成にあたり、薬局から報告さ五た事例の内容等につぃて、議み

やすくするため文章の一罰を修正することがあります。そのため、「事

例検索」で岡覧できる事例の内容等と表現 ,「異なる場合ガあります

のでご注意ください。「 馳
7う
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0リ フィル処方箋は、患者の負担軽減、国の医療費削減などの観点から2022年に導入された

制度である。

●本事例は、薬剤師がリフィル処方箋であることに気付かす、通常通りに調剤しようとした事例

である。本事業には、薬剤師がリフィル処方箋であることに気付かす、患者の薬物療法が

中断し、病状が悪化した事例も報告されている。

●処方箋を応需した際に「リフィル可」欄を確認することを手順に定め、運守することが重要で

ある。

事例の

ポイント

令和4年度調剤報酬改定の概要 (調剤)・ (一部抜粋)

リフィル処方箋の仕組み

症状が安定している憲者について、医師の処方により医師及び薬剤師の適切な連携の下、一定期間内に

処方箋を反復利用できるリフィル処方箋の仕組みを設ける。

※厚生労働省保険局医療課令和4年度調剤報酬改定の概要 (調剤)(参照2024年 1月 24日 )

httpsプ /www.mhiw.go.,p/COntent/12400000/000911325,pdf

その他の

情報

〔事例の詳細】

平素より当薬局を利用している悪者に、ロスパスタチン錠2.5mg「 DSEP」 が処方さイ1た。

悪者が持参した処方箋の「リフィル可」欄にレ点が記入されていた。薬剤師はリフイル処方箋
であることに気付かすい、通常の処方箋として調剤し、薬剤を交付しようとした。薬剤を交付す

る際、悪者との会話からリフィル処方箋であることに気付き、対応した。

【背景・要因】
当該悪者の処方箋は、前回まではリフィル処方箋ではなかった。当薬局で Iよ リフィル処方箋を

応需する頻度が低く、「リフィル可」欄の確認をしなかった。

【薬局から報告された改善策】
「リフィル可」欄を必ず確認するよう、スタッフに周知徹底した。

事 例

醐

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

共有すべき事例

処方釜の「リフイル可」欄の見落とし

調 剤

2024年
No.3
事例 2

◆ 鶴 団法人 日
医療事故防止事業部
〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町1望-17 東洋ビル
電話 :03‐ 521}0281(直通)FAX:03‐ 5217‐ 0253(直通)

https:ノ /www,yakkyoku‐ hiyariicqhc.Ohip/

※この情報の作成にあたり、作成 F寺 における正確性につぃては万全

を期しております妖 その内容を将来にわたlJ保 証するものではあり

ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事苦

に義務や責任を課す目的で作成 さ■たものではありませた。・来この情

報の作成にあたり、薬局から報告された事例の内容等につぃて、読み

やすくするため文章の一部を修正することがありま吼 そのため、「事

例検索」で閥覧できる事例の内容等と表現が異なる場合があります
のでご注遺ください。「 L

?ム
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0本事例は、薬剤師が認知症憲者の家族から、悪者の暴言や被害妄想に悩まされていることを聴取し、

処方医やケアマネジャーに情報提供を行つた事例である。認知症患者の周辺症状 (BPSD)について医療・

介護従事者や家族などが情報を共有し、連携して対応することは重要である。

●ベンゾジアゼピン系抗不安薬は、認知症憲者の周辺症状 (BPSD)の悪化や発現に関与する可能性がある。

一方で、ベンゾジアゼビン系抗不安薬の急激な減量および中止により、痙峯発作、せん妄、振戦、不眠、不安、

幻覚、妄想等の離脱症状が発現することがあるため、慎重に対応を検討する必要がある。

●認知症憲者が来局した際は、薬剤師は、来局時の患者や家族を観察し、「困つていることや、気になること

は他にはありませんか。」と声を掛けるなど、積極的に情報を収集し、薬物療法の支援を行うことが求め

られる。

事例の
ポイント

かかりつけ医のための日PSDに対応する向精神票使用ガイドライン (第2版 )※ (一部抜粋)

(BPSD治療アルゴリズム 確認要件 注1よ り)

激越、攻撃性、妄想、幻覚、抑うつ、錯乱、せん妄、等の精神症状は服用中の薬剤で引き起こされる可能性

もある (特に、抗認知症薬 (コ リン分解酵素阻害薬、メマンチン)、 H2ブロッカー、第一世代抗ヒスタミン薬、

ベンブジアゼピン系薬剤、三環系抗うつ薬、その他の抗コリン作用のある薬剤)。 関連が疑われる場合には

投与を中止するなど添付文書に準じた適切な処置を行うこと。薬剤については「高齢者の安全な薬物療法

ガイドライン2015(日 本老年医学会)」 を、せん妄の治療については「せん妄の治療指針第2版 (日本総合

病院精神医学会)」 を参照さ才lたい。

※平成27年度厚生労働刊学研究費補助金 (厚生労働科学特別研究事業)

認知症に対するかかりつけ医の向精神薬使用の適正化に関する調査研究班作成 (参照2024年 1月 24日 )

httpsプ/岬 .mhiw.go.ip/f‖ e/o6‐SeisakulouhOu‐ 12300000‐ Roukenkyoku/0000140619.pdf

その他の
情報

I事例の詳細】

80歳代の認知症の患者が、エチゾラム錠0.5mg「アメル」を継続して服用していた。薬剤を

交付する際、家族から患者の暴言や被害妄想について相談があつた。薬剤師は家族の了解を

得たうえで、服薬情報提供書を用いて処方医に患者の状況報告と薬剤変更の提案を行い、ケア

マネジャーとも情報を共有した。その結果、処方医はエチゾラムによる副作用の可能性を疑い、

段階的にエチゾラム錠0.5mg「 アメル」の減量を行つた。最終的にはエチプラム錠0.5mg
「アメル」は処方から削除となり、ツムラ抑肝散エキス顆粒 (医療用)が処方された。その後、

家族から、患者の暴言・被害妄想は劇的に改善し、介護のストレスが軽減したと報告を受けた。

〔推定される要因I

診察時の患者には暴言や被害妄想のような言動がなく、処方医は患者の変化に気付かなかつた。

診察に同伴している家族は、悪者の前で、介護で困つていることを処方医に伝えることができ

なかつた。患者は薬局には来局せず車内で待つことが多かつたため、薬剤師は直接悪者と接す

ることがなかった。

【藁局で0取り組み】
家族や介護者から、認知症患者の生活状況について積極的に情報を聴取し、妻想、幻覚、徘徊、

攻撃的な言動などの認知症の周辺症状 (BPSD:Bchavioral and psychological symptoms
of demenda)の発現があれば、処方医やケアマネジャーに情報提供を行う。

事 例

薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業

共有すべき事例
疑義照会・処方医への情報提供

？

・

副作用の発現

亀

2024年
No.3
事例 3

◆ 蜘 団法人
医療事故防止事業部
〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町卜牛 1フ 東洋ビル
電話 :03‐ 521フ‐0281(直通)FAX:03‐ 5217-0253(直 通)

https://岬 ,yakkyoku‐ hiyari.icqhC.0に

'p/

蒸この情報の作成にあたり、作成時における正確性につぃては万全

を期 しており
=す

よ その内容を将来にわたり保証するものではあり

ません。※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者

に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。米この情

報の作成にあたり、業局から報告された事例の内容等につぃて、麓み

やすくするため文章の一部を修正すること
'rあ

りま乱 そのため、「車

例検索」で聞■できる事例の内容等と表現が異なる場合力fあ ります

のでご注意ください。「 L
フワ
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新しくなつた

医療情報ネット (ナ ビイ)について

Q.うちは平日、土曜日も夕方 6B寺まで診療し、日曜日も13時 まで診療しており、ほとんど院

外処方せんを発行しているが、その時間以降に処方箋を受け付けてくれる近所の薬局を教

えて。 (50代医師)

A.イ ンダーネット上の「救急医療ネットHIROSHIMA」・ でご近所の薬局を検索して情報をご確

認ください。または、地域薬剤師会が情報を持つているかもしれませんので、お間い合わせ

ください。

A.王見在かかつている医師に相談しにくいのであれば、インダーネットで「救急医療ネット

HIROSHIMA」 子
とぃぅ広島県の医療機関を探せるサイトがあるので、そちらを活用してご自

身の希望条件に合った医療機関を探して受診してはいかがでしょうか。

Q.広島県在住ではないが、血圧の薬を病院の院内処方で出してもらって飲んでいるが、効果

がいまいち。どうすれば良いか ?(80代女性)

A.広島県では県内の医療機関を検索できる「救急医療ネットHIROSHIMA」
｀
というサイトが

あります。お住まいの都道府県でも同じように医療機関を検索できるサイトがあると思い

ますので、そこで院外処方箋を発行している等、ご自身の希望に合った条件で検索して医

療機関を探して受診してみてはいかがでしょうか。

薬事f情報センター

[検索したい内容]

夜間・休日

対応可能な

薬局

自分に合った

医療機関

近所の

心療内科

院外処方箋を

発行している

医療機関

※現在は、「医療情報ネット(ナ ビイ)」

市 ,
′
た

一

Q.◆病院から出されている薬では、イライラなど症状がおさまらない。どうすれば良い?大

きい病院にかかったほうが良いだろうか?(50代女性)

A.かかっている薬局でお尋ねになっても良いですし、家族などに手伝つてもらえるのであれば、

インターネット上の「救急医療ネットHIROSHIMA」
単
で広島県内の医療機関について希望条

件を入れて探すことも可能です。

Q.現在広島市××区に在住。この近辺で良い心療内科はないか ?薬局で聞いてみようか。 (80

代女性)

A.ご自身の希望条件 (本 日診療している等)に合った医療機関をインダーネット上の「救急医

療ネットHIROSHIMA」・ で探していただき、受診・ご相談ください。

Q.昨日、病院から子どもに薬を出された。その薬のせいかどうかわからないが、今日子ども

の手の甲に湿疹みたいなものが出来ていた。このまま薬を飲ませ続けて良いか ?昨日かかつ

た病院が本日体診。薬をもらった薬局にも電話が繋がらない。 (30代女性)

◆日

診療している

近所の医療機関
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【解説】

広島県において、医療機関や薬局を検索して探すことができるサイトとして、広島県が運営する「救急医療ネット

HIROSHIMA」・ がありましたが、令和 6年 3月 31日 をもって終了しました。4月 1日以降は、厚生労働省が構築する

サイト「医療情報ネット」 (ナ ビイ)に、全国の医療 。薬局機能情報が集約されています (図 1)。 今後はこちらをご

活用ください (広島県版 トップは図 2)。 薬事情報センダーウェブサイトにも以下にリンクを掲載しています。

薬事情報センター>お薬相談電話 (httpⅨ〃www.hiroyaku.jp/dyconsuL/)

>医療機関の検索>医療I盾報ネット(ナ ビイ)1広島県 (厚生労働省)

又は

薬事情報センター>お役立ちリンク集 (httpa〃、A′― .hiroyaku.ip/di/1inks/)

>医療相談 。医療機関検索>医療情報ネット (ナ ビイ)1広島県 (厚生労煙を省)

Ⅷ

Ⅷ
図 1 医療情報ネット (ナビイ)

トップページ (パソコン版)1)

図2 医療情報ネット (ナ ビイ)広島県版

トップページ (パソコン版)2)

韓 ツト(ナピイ) 蒔 さ0 れて狂R小 日 蒸 し ― 幣ウトひピわ 夢D"0 ゆ鞭凝小B声  "― ― ヤ

五母t節

【参考、サイト】各サイトはいずれも2024-4-2確認

1)医療情報ネット (ナビイ)

httpsノ /www.iryou.teikyouseidormhiw.go.jp/znk― webttuminkatta/S2300/initiaHze

2)医療情報ネット (ナビイ)>広島県 (広島県の病院・診療所・歯科診療所・助産所/薬局を探す)

httpsプ /www.iryou.teikyOuseidO.mhiw.so.,p/Znk― webttuminkan,a/S2310/initialize?pref=34

3)医療機能情報提供制度について (厚生労煙l省 )

httpsi//覇 ァ、v、v.mhlヽV.gOjp/stf/scisakunitsuite/bunya/kenkou_iり ou/iryou/teikyouseido/index.html

1)

2)

3)
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◆ 後発医薬品のある先発医薬品 (長期収載品)の選定療養について

(厚:生労 1動省 )uRL:Щ pFI//WWW.mhlw.go.jp/stf/newpage_39830.html

*PDF等、ダウンロードフアイルは上記URLにてご確認くだとい。

【省令・告示】(関連する通知・事務連絡を含む)

名称                番号。日付

―  磐塔

医療機関及び保険医療養担当規貝」等の一部を改正する

1直堅見雹省令第 35号

2        
塞星垂蓬菫菫頚r藍謎葦星写言≧察

付等
―直堅皇雹省告示第 55号

13雲
藝         

療養、患者申出療養及び選定療
厚生労働省告示第 122号

14径拿基宜ぞ夏夏軍ζ

係る厚生労働大臣が定める医薬品等の
厚生労働省告示第 123号

l f療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大 |

6年 3月 2フ 日
PDF

1保医発 0327第 10号

6.長期収載品の処方等又は調剤 (こつして (通知 )

1令不日6年 3月 27日

保医発 0327第 11号
PDF

対象医薬品リスHEついて

以下の事務連絡で記載している考え方に基づき、長期収載品の選定療養の対象医薬品についてリストを作成。

なお、処方等又は調剤の場面における選定療養の適用にあたっては、医療上必要があると認められる場合や、後発

医薬品の在庫状況等を踏まえ、後発医薬品を提供することが困難な場合に該当するかどうかを考慮して、判断する

必要がある。

ダウンロード*

PDF

PDF

PDF

PDF

5蹴懇面i握墓呂慇配電話こ所
(通知 )

名称           番号。日付

1長期収載品の処方等又は調剤に係る選定療養 1令和 6年 4月 19日

の対象医薬品について           1事 務連絡

日子
↑

〈
「

ダウンロード*

(事務連絡)PDF
(対象医薬品リスト)PDF Excel

γ∂
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薬事情報センター

授乳婦への抗アレルギー薬について

Q.現在授乳中。鼻炎と皮膚のかゆみがひどく、耳鼻科でデザレックスを出されました。ネットで調べたらいろいろ

書いてあつて不安に思つてそちらに相談しました。薬は5日分くらい飲んだところです。(30代女性)

A.デザレックスの説明書 (電子添文)においては、授乳婦の項に、「治療上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、

授乳の継続又は中止を検討すること。ロラダジンの臨床試験で、デスロラタジンのヒト母乳中への移行が報告さ

れている。」と記載されており、投与については主治医の判断となっています。

国立成育医療研究センダー 妊娠と薬情報センターのウェブサイト上で公開されている「授乳中に安全に使用で

きると考えられる薬」に、デザレックス (デス回ラダジン)は掲載されています
1)。

ご自身が閲覧されたネットの諸々の情報は、古かったり正しくなかったりすることもあります。ご不安な場合は、

かかりつけ薬局や主治医とよくご相談ください。

【解説〕

電子添文、インタビューフォームに下記の通り記載されています
2)。

また、以前、当事例集で「授乳中の服薬について」として取り上げておりますので、こちらもご参照ください3)。

【参考資料、サイト】各サイトはいずれも2024-1-12確認

1)国立成育医療研究センター 妊娠と薬情報センター「授乳中に安全に使用できると考えられる薬」
https://w、 vw ncchd.go.jp/kusuri/1actation/druglist_yakkou.htlnl

2)デザレックス 電子添文、インタビューフォーム

3)お薬相談電話事例集No.127 202101 授乳中の服薬について

広島県薬剤師会誌 2021年 1月 号 i46il:96
httpsノ /www hiroyaktt or.,p/pdf/10urna1/No291.pdf

a緊個訟電話 事例集 MB6

ど//

デザレックス錠 5mgの概要 (電子添文、インタビューフォームより該当箇所のみ抜粋 )

製造販売元 :オ ルガノン株式会社、発売元 :杏林製薬株式会社、プロモーション提携 :科研製薬株式会社
一般名 :デ スロラタジン

効能・効果 :ア レルギー性鼻炎、毒麻疹、皮膚疾患 (湿疹・皮膚炎、皮膚そう痒症)に伴うそう痒

用法・用量 :通常、12歳以上の小児及び成人にはデスロラタジンとして 1回 5 mgを 1日 1回経口投与する。

乳汁への移行性
ヒトでの該当資料なし

く参考)ロ ラタジンの40mgカ プセル (国内未発売)を授乳婦 (外国人、 6例 、年齢19～ 28歳 )に単回経口投与した海外試

験において、デスロラタジンの母乳中への移行が認められている。投与後48時間までに母乳中に分泌されたロラタジン及び

デスロラタジンの割合は、投与量のそれぞれ001%及び002%で あった。

安全性 (使用上の注意等)に関する項目

授乳婦

治療上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、授乳の継続又は中止を検討すること。ロラタジンの臨床試験で、デスロラ

タジンのヒト母乳中への移行が報告されている。

[解説]海外で実施されたロラタジンの臨床試験において、デスロラタジンのヒト母乳中への移行が報告されている。治療
上の有益性及び母乳栄養の有益性を考慮し、授乳の継続又は中止を検討すること。

外国人授乳婦 (6例 )に ロラタジン40ms(承認用量外)を単回経口投与したとき、投与後48時間までに微量のロラタジン (投

与量の 001°/0)及び活性代謝物のデスロラタジン (ロ ラタジン換算で投与量の002%)が母乳中で検出された。ロラタジ
ンとデスロラタジンを合せた母乳中移行率は投与量の003%で あった。また、ロラタジン及びデスロラタジンの AUCIJ孔 /

AUC血壌比は、それぞれ12及 び08であった。

海外における臨床支援情報
FDA(米国添付文書の記載 )

desioratadinc(CLARINEX Tablets-5 mg、 CLARINEX Oral Solution-0 5mg/1mL:2022年 8月 己文訂 )

8Ⅲ 2Lactation
Risk Su■ lmav
Desloratadine passes into breast■ lilk,There are not sumcient data on the effects of desloratadine on the

breastfed infant or the efFects of desloratadine on m1lk production The decision should be made whether to

discontinde nursing or to discontinue desloratadine,taking into account the developmental and health benents

of breastfeeding,the nursing rnother's chnical need,and any potential adverse effects on the breastfed infant

from desloratadine or from tthe underlying maternal condition

(2023年 10月 H日 時点 )
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“新しく"、 “正しい"医薬品等情報の入子と提供 (第 27回 )

「授平L婦」とくすり。「不妊治療中の男性」とくすり
～最新の医薬品・医療情報を電子的に入手、活用する～

7ア

薬事情報センターWeb
サイトは、スマートフォン

でも関覧可能です。

※本情報は、2024年 2月 5日現在の知見に基づいて執筆。

※各サイトは、2024年 2月 5日 に確認。

不妊治療 (妊活)中、妊娠、そして授乳中の服薬の影響については、母体とな

る女性本人だけでなく配偶者や児にとっても、関心の高い情報です。現在、情報

がインターネット、SNSか ら気軽に入手できる一方、玉石混交の情報や切り取ら

れた情報、古い情報もそのまま掲載されており、当事者にとっては、かえって不

安材料となっています。従つて、医療関係者が “最新"の “正しい"情報を選び、

わかりやすく説明することが、求められています。

・「高血圧があってお薬をもらったが、ネットで調べたら、授乳中は飲んではい

けないとあるが、大文夫か」
。「授乳中です。花粉症で鼻水、かゆみにお薬をもらいました。授乳してもいい

ですか」(本号 お薬相談電話事例集No.146)

。不妊治療中の男性から。「僕が服用中の痛風の薬を、妻がネットで調べたら、

催奇形性があると書いてある」

この様な相談があった際、皆さんは何をリフアレンスにされ、情報提供されていますかP「妊娠と

くすり」については既報済みです1)ので、今回は、「授乳婦」と「不妊治療中の男性」と薬の関係に

ついて、ご紹介します。

■テーマ 1:授翠L婦と薬
1.授乳婦の薬物療法

そもそも、母乳は乳児にとってかけがえのない栄養の基本であり、人工乳に完全に置き換えられないこと、また、

お母さんと赤ちゃんのスキンシップという意味でも、近年は母乳育児が推奨されている。医薬品の電子添文で確認

すると、多くが母乳中に移行すると記載がある。では、果たして、母乳をあきらめる、或いは母体の薬物治療を中

止 しないといけないのだろうか。授乳婦が自身の薬物治療について、主治医と協議・判断できるよう個々の薬物の

情報を入手し、わかりやすく提供することが求められている
2)。

2.授乳婦の乳児への影響のリフアレンス (表2)

まずアクセスする電子化された添付文書は、記載要領の改訂
3)に

則り、授乳婦においても、乳汁移行のみならず

哺乳中の児への影響も考慮した記載となるよう変更された (図 1)。 国立成育医療研究センターでは、母乳育児と授

乳婦の薬物療法に寄り添った情報を、妊娠と薬情報センター >『授乳と薬について知りたい方へ』において、表 1

に示す様に具体的な薬剤名や解説等を公開している (表 1)。 また、これら母乳育児と薬の関係等の考え方を知るには、

関連書籍の改訂版が参考となる (表 2に一覧)。

加えて、海外の情報も参考となる。インタビューフォームでは「海外における臨床支援情報」に記載 している (参

照 :本号 お薬相談電話事例集 No.146)。 LactMedttは、NIH(米国国立衛生研究所)の無料検索データベースで、

ほぼリアルタイムで更新されている。

リスク評価指標としては、こMedicattons&Mothers'Milk2023(Hale)』 (表 3)や 『WHO』 (表 4)が、イン

タビューフォームや関連書籍等で使用されている。

字2
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慕事情報センクーのページ
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図 1 医療用医薬品の電子化された添付文書の記載要領について
3)

9.特定の背景を有する患者に関する注意

「9.6 授乳婦」

①乳汁移行性のみならず、薬物動態及び薬理作用から推察される哺乳中の児への影響、臨床使用経験等を考

慮し、必要な事項を記薫寅すること。

②母乳分泌への影響に関する事項は、哺乳中の児への影響と分けて記載すること。

③注意事項は、「授乳を避けさせること」、「授乳しないことが望ましい」又は「治療上の有益性及び母乳栄養

の有益性を考慮し、授乳の継続又は中止を検討すること」を基本として記載すること。

表 1 授乳と薬について知りたい方へ (国立成育医療研究センダー)

いずれも2024年 2月 5日参照

表 2 授乳婦の乳児への影響のリフアレンス

福井次矢,高木誠,小室一成 :今 日の治療指針2024年版,医学書院,東京,2024.

一般社団法人東京都病院薬剤師会 :授乳婦と薬 第 2版, じほう,東京,2023.

伊藤真也,村島温子 :薬物治療コンサルテーション 妊娠と授乳 改訂 3版,南山堂,東京,2020。

愛知県薬剤師会 妊婦・授乳婦医薬品適正使用推進研究班 :妊娠・授乳と薬のガイドブック,じほう,

東京,2019.

林昌洋,佐藤孝道,北川浩明 :実践 妊娠と薬 第 2版, じほう,東京,2010

。授乳中のお薬Q&A
https://www.ncchdogo.jp/kusuri/1actation/qttunyu.htrnl 盤

・ 授乳中の使用には適さないと考えられる薬

https://www.ncchd.gO.jp/kusuri/1actation/druglist_unfit.htlnl 鞘

・ 授乳中に安全に使用できると考えられる薬 薬効順

https://www.ncchd.go.,p/kuSuri/1actation/druglist_yakkou.ht■ 11 靱

・ 授乳中に安全に使用できると考えられる薬 50音順

httpsi//wwwoncchd.gO.jp/kusuri/1actation/drughst_aiu.htlnI 鞘
授乳と薬に関する情報

国立成育医療研究センター :授乳と薬について知りたい方ヘ

https://www.ncchd.go.,p/kuSuri/1actation/index.ht■ 11

2024年 2月 5日参照

RAD―AR(薬の適正使用協議会):く すり知恵袋>妊娠・授乳とくすり

https://www.rad… ar.or.jp/knowledge/post?slug=rnaternity#chapter-3

2024年 2月 5日 参照

米国国立衛生研究所 (NIH:National lnstitutes of Heatth):LactMed° Drugs and
Lactation Database

httpsツ/www.ncbi.nlm.nih.gov/books/NBK501922/

2024年 2月 5日参照

螂

靱

インタビューフォーム

電子添文

電子的な方法による情報源～Ⅵyebサイト

書籍
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Hazardous

Potentia‖ y Hazardous

Probably Compatible

Probably Compatible

Compatible

禁 忌

悪影響を与える可能性あり、乳児または母乳産生にリスクあり

おそらく適合

適合
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表 3 Medicadons&Mothers'Allitk2023(Hate)に おける LRC(Lactadon Risk CategOries)

◆日の治療指針2024(医学書院)一妊婦・授乳婦への薬物療法とリスク分類―より抜粋

L2

7,

: L3 おそらく適合 [潜在的 (有益性>リ スク)で投与]

L4

表 4 WHOの 授乳と母体の薬物療法に関する勧告

今日の治療指針2024(医学書院)一妊婦・授乳婦への薬物療法とリスク分類―より抜粋

乳児の副作用を監視することで、母乳哺育と両立できる

■テーマ 2:不妊治療中の男性の医薬品について
1.不妊治療中の男性の薬物療法

不妊治療中の男性の薬物療法においては、「精子への影響」および、「精液を介した女性の腔

内への移行の影響」の2つ を考慮する必要がある
4)。

まず、「精子への影響」については、遺伝子に影響を与える抗悪性腫瘍薬だけでなく、コルヒチン5)等のように作

用機序上遺伝毒性のある医薬品において、DNA損傷を生じた精子が受精した場合、胚・胎児に影響する可能性がある。

このため、最終投与日から血中の消失期間 (半減期の5倍 )に、更に3ヶ 月 (精子形成期間と未射出精子の滞留期間)

を加えた期間の避妊が必要となる (表 5)。

次に、「精液を介した移行」の影響については、遺伝毒性のある医薬品を使用している場合、女性パートナーに精

液を介して移行した医薬品が腔粘膜等から吸収され、胚・胎児に影響する可能性がある。このため、女性パートナー

の避妊期間は、遺伝毒性のある医薬品を使用している女性と同様である (表 5)。 一方、遺伝毒性のない医薬品を使

用している場合は、女性パートナーに精液を介した医薬品の移行による発生毒性のリスクを考慮する必要がある。避

妊期間は、最終投与日からの血中の消失期間を代用する (表 6)。

表 5 遺伝毒f性の “ある"医薬品の最終投与後の避妊期間
4)

女性

男性

。5× T1/2・
キ+6ヶ 月

辛

・遺伝毒性の機序が染色体異数性誘発性のみで、精液移行による発生毒性 リスクあり :

5× T1/2キ・ +lヶ 月
*

5× T1/2**+3ヶ 月
*

遺伝毒性の機序が染色体異数性誘発性のみで、精液移行による発生毒性 リスクあり

5× T1/2・・ ・` キ・

*「血中半減期 (T12)」 がヽ2日 未満の時は、「5× Tl′ 2」 の期間を考慮することなく「男性 :3ヶ 月」、「女性 :6ヶ 月
(遺伝毒性の機序が染色体異数性誘発性のみの場合は lヶ 月)」 としてもよい。

**T12:血 中半減期。「5× T12」 の期間は、実際に医薬品が体内から消失する時間の実データがあれば、実データ

の期間に置き換えてもよい。

***精液移行により想定される女性パー トナーの暴露に安全域が確保できる期間が重要である。

々ク (%,

Avoid

Avoid if possible.

Ⅳlay inhibit lactation

Avoid if possible.

Ⅳionitor infant for side― erects

Compatible with breastfeeding。

Monitor infant for side―erects

Compatible with breastFeeding

避ける

母乳産生を阻害する可能性があるので、できるだけ母体への投薬を避ける

できれば母乳口甫育を避ける。母体治療に必須で代替薬がない場合は授乳

を許可 しうるが乳児を注意深く観察する必要がある

母乳哺育と両立できる



女性

男性

5× T1/2・
キ

・精1夜移行によるリスクあり :5× T1/2・
キ`・

・精液移行によるリスクなし :不要

発生毒性あり

不要

不要

発生毒性なし・
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表 6 遺伝毒性の “ない"医薬品の最終投与後の避妊期間
4)

#:無毒性量に対して、十分な安全域を確保できる場合、又は有効量と無毒性量の比率が大きい場合を含む。

*精液移行により想定される女性パー トナーの暴露に安全域が確保できる期間が重要である。

**TIど :血中半減期。「5× Tlン 2」 の期間は、実際に医薬品が体内から消失する時間の実データがあれば、実データの

期間に置き換えてもよい。

2.不妊治療中の男性への影響のリフアレンス (表 7)

電化された添付文書の記載要領の改訂
3)に

則り、不妊治療中の男性への影響も考慮した記載となるよう変更され

た (図 2)。 避妊に関する注意について、具体的な避妊期間を医薬品毎に設定し記載が求められている (図 3)。

また、RAD―AR(薬の適正使用協議会)では、「妊娠とくすり」について「Q3.男 性がのんだくすりも、赤ちゃ

んに影響するの ?」 とQ&A方式でわかりやすく回答している。

図 2 医療用医薬品の電子化された添付文書の記載要領について
3)

9.特定の背景を有する患者に関する注意

「9.4 生殖能を有する者」

①患者及びそのパートナーにおいて避妊が必要な場合に、その旨を避妊が必要な期間とともに記載すること。

図3「医薬品の投与に関連する避妊の必要性等に関するガイダンスに係る「医療用医薬品の添付文書等の記載要

領に関する質疑応答集 (Q&A)」 の一部改正等について」
6)

「9.4 生殖能を有する者」の項における避妊に関する注意については、以下の注意事項を基本として記載

すること。「Oヶ 月間」には、具体的な避妊期間を医薬品毎に設定すること。

・男性には、本剤投与中及び最終投与後Oヶ 月間においてバリア法 (コ ンドーム)を用いて避妊する必要性

について説明すること。

・妊娠する可能性のある女性には、本剤投与中及び最終投与後Oヶ 月間において避妊する必要性及び適切な

避妊法について説明すること。

表 7 不妊治療中の男性への影響のリフアレンス

電子添文

インタビューフォーム

RAD―AR(薬の適正使用協議会 :く すり知恵袋>妊娠・授乳とくすり

https://www.rad― aroor。,p/knOwledge/post?slug=maternity#chapter-2
2024年 2月 5日参照 翻

電子的な方法による情報源～ Aヽ′ ebサイト

薬を服用する場合は、不妊治療中であることを医師や薬剤師に伝えておきましょう。精子は3ヶ 月をかけて

作られます。遺伝毒性のある薬については、赤ちゃんへの影響を考えると、少なくとも3ヶ 月前から薬を中

止することが必要です。また、精液中の薬の成分が腔から女性の体内に入り、妊娠中の胎児に影響する可能

性がありますので、薬の影響がある期間はコンドームを使うことで防ぎましょう
7)。

不妊治療中の男性への回答例

界戸ノ (銘 )
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1)水島美代子 :“新しく",“正しい"医薬品等情報の入手と提供 (第 19回 )妊婦・授乳婦と薬,広島

県薬剤師会誌 2022,47;6:93-97,
httpsプ /www.hiroyaku.or.jp/pdν jouma1/No302.pdf,2024年 2月 5日 参照

2)一般社団法人東京都病院薬剤師会 :授乳婦と薬 第 2版, じほう,東京,2023.

3)厚生労働省医薬・生活衛生局長通知,薬生発06H第 1号 (令和 3年 6月 11日 ):「医療用医薬品の電

子化された添付文書の記載要領について」,

https:〃www.mhlw.go.jp/content/H120000/000805981.pdf,2024年 2月 5日参照

4)厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管理課長,医薬安全対策課長通知 :薬生薬審発0216第 1号 ,

薬生安発0216第 1号 (令和 5年 2月 16日 )「医薬品の投与に関連する避妊の必要性等に関するガイ

ダンスについて」,

https:〃www.mhlw.go.,p/COntent/11120000/001064535。 pdf,2024年 2月 5日参照

5)コ ルヒチン錠0.5mg「 タカタ」 電子添文 (2023年 6月 改訂),イ ンタビューフォーム

2024年 2月 5日参照

6)厚生労働省医薬・生活衛生局医薬安全対策課,事務連絡 (令和 5年 2月 16日 ):「医薬品の投与に関

連する避妊の必要性等に関するガイダシスに係る「医療用医薬品の添付文書等の記載要領に関する

質疑応答集 (Q&A)」 の一部改正等について」,

httpsプ/www.mhlw.go.,p/COntent/H120000/001060019.pdf,2024年 2月 5日参照

7)RAD―AR(薬の適正使用協議会)く すり知恵袋>妊娠・授乳とくすり>Chapter 2妊 娠とくす

り>Q3男性がのんだくすりも、赤ちゃんに影響するの?,

httpsノ/www.rad― aroor。,p/knOWledge/post?slug=maternity#chapter-2,2024年 2月 5日参照

【関連情報I 言舌題の『緊急避妊薬」の用法・用量について、ご質問がありましたので共有します。
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そもそも、妊娠の成立には、卵子と精子が卵管膨大部でタイミングよく出会つて受精することと、子宮に着

床することが必要です。卵子の寿命は、排卵後24時間。精子の寿命は女性体内で72時間。この寿命期間の間に

運良く卵管膨大部にいる卵子と出会つて初めて受精が成立します
1'。

ノルレボ
愚の審査報告書には、72時間と決定した経緯が記載されています

2)。

「性交から薬剤投与までの時間について WH02002試験では、十分に避妊措置を講じない性交ののち120時

間以内の女性が組み入れられ薬剤の投与を受けた。性交から薬剤投与開始までの日数と妊娠率及び妊娠阻止率

の関係は下表のとおりであり、いずれの投与群においても、性交後 1～ 3日 後では4～ 5日 後と比較すると妊

娠率は低く、妊娠阻止率は高かつた。この結果を踏まえ、海外では性交後72時間以内に投与するよう用法が設

定されており、国内第Ⅲ相試験においても、性交後72時間以内の女性が組み入れられ治験薬の投与を受けている。

表 性交から薬剤投与開始までの時間別の妊娠率及び妊娠阻止率

4～ 5日

1～ 3日

性交から薬剤投与
開始までの日数

LNGO。 75mg 2回 投与群

LNGl.5mg単回投与群

MFP群
LNGO.75mg 2回投与群

LNGl.5mg単回投与群

MFP群

投与群

4/164(2.44%)

4/150(2.67%)

3/137(2.19%)

20/1,183(1.69%)

16/1,198(1.34%)

17/1,215(1.48%)

妊娠数 (妊娠率 )

60%(-59%～ 84.6%)

63%(1.5%～ 857%)

58%(-23.8%～ 86.0%)

79%(66.2%～ 868%)

84%(730%～ 90.5%)

82%(705%～ 89,0%)

妊娠阻止率 (95%信頼区間)

機構は、本剤の投与時期として性交後72時間以内を設定することは妥当と判断した。

以上を踏まえ、機構は、本剤の用法・用量を下記のとおり設定することが妥当と判断した。

〔用法・用量】通常、性交後72時間以内にレボノルゲストレルとして1.5mgを 1回経口投与する。」
MFP群 :MFP(ミ フェプリス トン・ )10mg投与、LNGl.5mg単 回投与群 :LNG(レ ボノルゲス トレル)

0.75mg 2錠 1回投与、LNGO.75mg 2回 投与群 :LNGO.75mg 2回 投与 (12時 間間隔)

*ミ フェプリストン :〔妊娠49日 (7週)ま での子宮内妊娠中絶薬。本邦未承認。〕

緊急避妊薬は、何故、「性交後72時間以内」が対象になつているのでしょうか ?

字ち (身
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(参考資料)

1)日本生殖医学会 :妊娠の成立 Ql.妊娠はどのように成立するのですか?

httpノ /www.jsrm.or.jp/public/funinsho_qa01.html,2024年 2月 5日 参照

2)医薬食品局審査管理課 :平成22年 12月 1日 ,ノ ルレボ錠0.75mg 審査結果報告書

https://www.pmda go.jp/drugs/2011/P201100047/390149000_22300AⅣ IX00483000_A100_1.pdf,

2024年 2月 5日参照
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ご案内

薬事情報センターWebサ イトでは、最新の医薬情報等の入手のために「お役立ちリンク集」をご用意しておりま

す。今回のような “新興感染症の最新知見"の情報入手ツールとしても、是非、お役立て下さい。

1屠 [:士

:5塀

贄弓みヱとえ罫
Webtナイト>お役立ちリユノク集 https:〃 hirOyakuJp/di/1inkS/    

難
リン

`フ

されている情報

広島県のローカル情報、感染症関連情報、AMR等

医薬品の安全性関連、妊娠・授乳と薬情報

薬局ヒヤリ・ハット事例、医療事故情報事例

医療用医薬品/一般用医薬品情報検索、承認情報、新薬情報、保険適応、適応外

保険適用、セルフメディケーション、文献検索 (J―STAGE、 CiNii)

厚生労働省、PMDA、 製薬協、日薬連、日漢協、PhI中lA、 ジェネリック製薬協

各種疾患病態治療に係る情報、Mindsガイドラインライブラリ

県民向けにわかりやすい内容で、患者説明時に活用できる

薬のしおり、セルフメディケーション、健康食品、健康情報、海外渡航時の医

薬品の携帯持込等、海外渡航時感染症

県民向けに相談先を紹介

医療安全支援センター、心の電話相談、医療機関検索

中毒発生時の一次対応情報 (中毒情報センター)、 食中毒

ドーピング禁止薬検索サイ ト、薬剤師のためのガイドブック

スポーツファーマンスト検索、関係機関

守ク

プレアボイド関連サイト

医薬品適正使用情報

感染症情報

大分類

アンチ・ドーピング関連

中毒情報検索

医療相談・医療機関検索

もつと矢[lり たいお薬のこと

医療関連サイト

医薬品関連サイト

医薬品情報データベース

「%♪
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“新しく"、 “正しい"医薬品等情報の入手と提供 (第28回 )

『プレコンセプションケア』に薬剤師として寄り添う
～最新の医薬品。医療情報を電子的に入手、活用する～

広海卑業職齢台認 _つθ_ク▼k工 Yθ Nθ ∂

薬事情報センター /ヽVebサ イ ト

(ス マホ画面)

A=〓議す_ク     Ei

さ豊』国覇 酢鉤蔭内

|ぃェ 蘇;サ
ンケ

1華 愚置露既E房I .

国立成育医療研究センターは、2015年に日本で初

めてプレコンセプションケアセンターを開設し、検

診・相談の他、各種啓発活動
4)等

行っている。本

サイト内の『プレコンノー ト』
5)の 「#プ レコンつ

てなあに」に、わかりやすく具体的なプレコンセプ

ションケアが示されている (図 1)。

※本情報は、2024年 4月 8日 I見在の知見に基づいて執筆。

※各サイトは、2024年 4月 8日 に確認。

∂J

薬事情報センターWeb
サイトは、スマートフォン

でも閲覧可能です。

いまなで
ブレコンセフション

ケアなの?

最近、『プレコンセプションケア』 という言葉を聴 く機会が増えてきました。

直訳すると、プレコンセプション=受胎前のケアのことです。薬局では、妊娠前

に服用した薬やサプリメント、不妊治療中の男性が服用している薬の影響等、相

談を受けられることは多いのではないでしょうか。妊娠を希望する男女の妊娠前

の健康管理等は、薬剤師が寄り添える領域です。今回、プレコンセプションケア

について、情報を収集し、理解した上で、適切に提供できるようご紹介します。

『プレコンセプションケア』とは
この考え方は、米国疾病予防管理センター (CDC)が2006年に提唱したのが

始まりといわれており、世界保健機関 (WHO)1)も 推奨している。日本におい

て、プレコンセプションケアとは、2021年 2月 9日 に「成育過程にある者及びその保護者並びに妊産婦に対し必要

な成育医療等を切れ目なく提供するための総合的な

推進に関する法律 (平成30年法律第104号 )」 第H条

第 1項の規定に基づき閣議決定された「成育医療等

図1 #プレコンつてなあに

基本方針 」 において、「女性やカップルを対象とし

て、将来の妊娠のための健康管理を促す取組」と定 帯本 0わたしつ仁 a

義された。この体制整備にあたり、厚生労働省にお

いて「プレコンセプションケア等に係る有識者ヒア

リング」が行われ、情報が公開されている
2)。

背景には、低出産体重児の増加や、出産年齢の上

昇
3)に

よる糖尿病や高血圧等の合併症を持ちながら

の妊娠出産の割合の増加、若年女性のやせや肥満が

妊娠出産に与える影響等の課題がある。従つて、挙

児を希望する男女の運動・食事等も含めた前思春期

からの健康管理が必要となってきている。
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つリスクのある妊娠の増加

つ不妊の増加
0人生100年時代を生きるために

国立成育医療研究センターⅥたbサ イトより引用
https://、vw、v.ncchd.go,p/hOSpita1/abotit/section/

preconception/preconnotc/す cxplainprecon

(/1)

与生見
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プレコンセプションケアに関する情報ソース

1)WVHO:Preconception care:い vlaximizing the gains for rnaternal and child health― Polcy bnef,

https://www.whoint/publicadons/i/ittem/WHO― FWC― MCA■ 3.02,2024年 4月 8日 参照

2)厚生労働省 :プ レコンセプションケア等に係る有講者ヒアリングについて,

httpsプ /www.mhlw.go.,p/Stf/newpage_18457.html,2024年 4月 8日 参照

3)厚生労働省 :令和 3年度「出生に関する統計」の概況 人口動態統計特殊報告,

httpsi//、v、vw.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/tokusyu/syussyo07/index.htl■ 1,

2024年 4月 8日参照

4)回立成育医療研究センター :プ レコンセプションケアセンタ・

https://w― .ncchd.Bojp/hospita1/about/section/preconception/, 2024年 4月 8日 参照

5)国立成育医療研究センター :プ レコンノート

https://―w.ncchdogojp/hospita1/about/section/preconception/preconnote/, 2024年 4月 8日 参照 輯
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プレコンセプションケアと薬剤師
プレヨンセプションケアでは、運動、栄養、危険ドラッグ、喫煙、感染症、ワクチン、生活習慣病、持病等々、健

康な身体を保つ上で多くのフアクターが挙げられる。その中で、今回は、薬剤師が日常業務において、患者に寄り

添いアドバイスできる、葉酸、妊娠希望の方の持病と薬について取り上げ、概説する。

1.葉酸
6)-11)

葉酸は、妊娠前から摂取することで、胎児の神経管閉鎖障害発症 リスク低減が期待されており、日本及び海外に

おいて、摂取が推奨されている。胎児の神経管は、妊娠に気づく前の妊娠 6週 目には閉鎖が完成するため、妊娠前

からの十分な摂取が必要となる。妊娠を希望する女性は、 1日 0.4mgの葉酸摂取が推奨されている。しかし、非妊

娠時の30歳未満の日本人女性の葉酸摂取量は、 1日 0.3mgに達していないことが、報告されている。

葉酸を多く含む植物性食品としては、玉露、グリーンアスパラガス、ホウレンソウ、サツマイモ等がある
8)。

食品

中から十分摂取できない場合、サプリメントにより、妊娠前から葉酸を摂取することが推奨されている。

但 し、過剰摂取により、健康障害を引き起こす可能性があるため、サプリメントや強化食品からの摂取は30～ 64

歳では、1.Omg/日 、その他の年齢区分では0.9mg/日 を超えないように注意が必要である。

また、医薬品と葉酸の相互作用において注意が必要な成分として、葉酸代謝結抗薬 (抗がん剤)での薬効の減弱や、

フルオロウラシル、カペンタビン等 (抗がん剤)での薬効の増強等が、想定されている
11)。

葉酸に関する情報ソース

6)こ ども家庭庁 :妊娠前からはじめる妊産婦のための食生活指針,令和 3年 3月 ,

httpsプ /www.nibiohn.go,,p/Ciken/ninsanpu/point.html,2024年 4月 8日 参照

7)日 本産科婦人科学会 ,日本産婦人科医会編 :産婦人科診療ガイドラインー産科編2020,

https:〃
―

.,SOg.or.,p/aCtiVity/pdf/gl sanka_2020,pdf,2024年 4月 8日 参照

8)国立医薬基盤・健康・栄養研究所 :葉酸,

httpsノ /hfnet.nibiohn.go.,p/Vitamin/detai1652/,2024年 4月 8日 参照

9)国立医薬基盤・健康・栄養研究所 :妊娠中のサプリメントの利用について,

httpま〃hfnet.nibiohn.go.,p/fundamental― knowiedg/detaH1550/,2024年 4月 8日 参照
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10)厚生労働省 :e―ヘルスネット,葉酸とサプリメント ー神経管閉鎖障害のリスク低減に対する効果,

httpsノ /www.e―healttnet mhlw go.jp/informaOon/food/e-05-002.html,2024年 4月 8日 参照
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H)厚生労働省 :健康食品の正しい利用法 ,

htttps://、 キア、vw.mhlヽv go.jp/topics/bukyOku/1yaku/syoku― anzen/d1/kenkou_shokuhin00 pdf

2024年 4月 8日 参照

2.妊娠を希望する男女の持病と薬

将来妊娠を希望する男女共に、プレコンセプションケアを意識することで、自身と子供の健康管理につなげること

ができる。この取り組みについては、国立成育医療研究センター プレコンセプションケアセンターが公開している

「プレコンセプションケア・チェックシート」が、大変参考となる (図 2)4)。 持病を持つている場合、まずは、その

疾患コントロールが重要であり、「妊娠が原疾患に与える影響」と、「原疾患が妊娠・胎児に与える影響」を考慮する

必要がある。例えば、高血圧では、妊娠による「生理的血圧降下」があるため、定期的な妊娠前からの血圧測定が必

要である
け
'こ とや、精神疾患の持病があり服薬中で挙児を希望する場合においては、「精神疾患合併または既往歴が

ある女性に対するプレコンセプションケア」
13)等

参考にする等、持病のプレコンセプションケアを薬剤師も理解し、

予め主治医や産婦人科医と相談することでリスクを減らすこと等のアドバイスにつなげていく。また、妊娠中の持病

に対する薬剤の使用については、適切な最新の知見に基づいた情報提供が求められており、既報で紹介した「“新しく"、

“正しい"医薬品等情報の入手と提供 (第 19回 )妊婦・授乳婦と薬」
14)を

参照されたい。

また、女性だけでなく男性においても、健康管理は重要であると共に、不妊治療中に勇性が服用している薬剤の影

響についてのアドバイスや医師への情報提供が求められる。「不妊治療中の男性」とくすり (既報
13)を

合わせて参

照されたい。

妊娠を希望する方の持病と薬 関する情報ソース

12)水戸麻子 :高血圧管理とプレコンセプションケア,心臓 2022,54:12:1308-1311

13)日 本精神神経学会・日本産婦人科学会編 :

精神疾患を合併した、或いは合併の可能性のある妊産婦の診療ガイド,

httpsツ /www.jspn.or.jp/modules/advocacy/index php?content id=87,2024年 4月 8日 参照

14)水島美代子 :“新しく",“正しい"医薬品等情報の入手と提供 (第 19回 )

妊婦・授乳婦と薬,広島県薬剤師会詰2022,47;6:93-97,
httpsツ /www.hiroyaku.or.jp/pd7jOurna1/No302.pdf,2024年 4月 8日 参照
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図 2 プレコンセプションケア・チェックシー ト

ブレコンセプションケア・チェックシー ト
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□たばこヤ危険トフッケ 温度の飲酒はやめよう.

0ストレスをためにまない.

□生活習慣病やがんのチェックをしよう。
□,(― トナーも一緒に健康管理をしよう。

プレコンセプションケアチェックシート

～もつとすてきな自分に、そして未来の家族のために～

男性用

□豪楽症お 自分と,(―トナーを守る。(風疹 B里/C型暦炎 性感染症なとつ
ロワクテシ催種をしよう.C閣丼むたふくかぜインフ,レエンザ′どとつ
□HPVワクテシをうとう。

□ 自分と家族の病気を知つておこう。

□ 計画 :将 来の妊娠・出産やライ万わンについて,(― トナーと一緒に考えて力よう。

もつとすてきな自分になるために 末末の家坊矢のために できることから崎めて

市 一   ・                                              ,

国立成育医療研究センター >プレコンセプションケアセンター 帝Vebサ イトより]1用

https://、vww ncchd gojp/hosp■ a1/about/section/preconception/pcc_check― list.htrnI 縄
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15)水島美代子 :“新しく",“正しい"医薬品等情報の入手と提供 (第 27回 )

「授乳婦」とくすり ,「不妊治療中の男性」とくすり,広島県薬剤師会誌2024:4912:77-82

htttpsノ /www.hiroyaku or.,p/wp― COntent/uploads/2024/03/No310.pdf,2024年 4月 8日 参照

?θ♂了レbプ Y'ジ 覇`θ∂ 広島イV業縄韓弁詰

盤
2022年 4月 から不妊治療や生殖補助医療等が保険適用となり、不妊治療に対する支援体制が進んできている。今後

は、不妊治療の前の段階として、妊娠可能な年齢の女性とそのパー トナーが、将来のライフプランを考えた日々の生

活や健康に向き合うことの重要性の啓発含め、今回ご紹介したプレコンセプションケアの観点から、患者さんに寄り

添つた相談対応や服薬指導等に今回ご紹介した各種情報を活用いただきたい。

ど案内

薬事情報センターVFebサ イトでは、最新の医薬情報等の入手のために「お役立ちリンク集」をご用意しておりま

す。今回のようなテーマの情報入手ツールとしても、是非、お役立て下さい。

(掲載場所):薬事情報センダーWebサイト>お役立ちリング集 https:〃hirOyakuむ p/dソlinks/

(お役立ちリング集サイトー覧)

☆今回使用したサイト

リングされている情報

広島県のローカル情報、感染症関連情報、AMR等

医薬品の安全性関連、

薬局ヒヤリ・ハット事例、医療事故情報事例

医療用医薬品/一般用医薬品情報検索、承認情報、新薬情報、保険適応、適応外保険

適用、セルフメディケーション、

文献検索 (J―STAGE CiNii)

厚生労働省、PMDA、 製薬協、日薬連、日漢協、PhRMA、 ジェネリック製薬協

各種疾患病態治療に係る情報、Mindsガイドラインライブラリ

県民向けにわかりやすい内容で、悪者説明時に活用できる

薬のしおり、セルフメディケーション、

「統合医療 (民間療法・補完・代替療法等)」 情報

海外渡航時の医薬品の携帯持込等、海外渡航時感染症

県民向けに相談先を紹介

医療安全支援センター、心の電話相談、医療機関検索

中毒発生時の一次対応情報 (中毒情報センター)、 食中毒

ドーピング禁止薬検索サイト、薬剤師のためのガイ ドブック

スポーツファーマシスト検索、関係機関

★

★

★

★

★

妊娠・授 ! と

アンチ・ドーピング関連

中毒情報検索

医療相談・医療機関検索

もつと矢[lり たいお薬のこと

医療関連サイト

医薬品関連サイト

医薬品情報データベース

プレアボイド関連サイト

医薬品適正使用情報

感染症情報

大分類

「統合医療 (民間療法・補完・代替療法等)
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